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 以下のとおり、「携帯端末向けマルチメディア放送等」に関して今後検討が必要と思われる課題 

について提案を提出します。 

1. 制度分野 

 

 

 

2.  技術分野 

 

 

 

3.  ビジネスモデル分野 

(1)53ch/54ch 又は 4ch/12ch を使用した治安維持通信網の構築 

  我が国の治安は年々悪化し検挙率も低下傾向が視られます。要因の一つとして、移動体通信の普及

 が機動性に影響している事実があります。治安維持活動においても更なる機動性・即時性が求めら

 れております。 

 現在対策としてＮシステムや街頭監視カメラなどが整備されつつありますが、これら全体を統合し

 たネットワークの構築及び、連動した「モバイル」の活用が望まれると推察いたします。 

 携帯端末のセキュリテイ技術や通信技術及び高速動画伝送コーデック技術の長足の進歩により、 

 治安維持現場において、即時性を達成するにあたり、充分な技術基盤が整備されつつあります。 

 オンディマンドでライブ及びアーカイブの動画やデータ検索の閲覧を可能とすることにより、 

 治安維持活動において機動性を与えることが実現いたします。マルチメディア放送やコンテンツ 

 ビジネスにおいてで培った技術を国民の生命財産の担保することに使用することが、限られた 

 資源である電波の有効利用であるとの考えの下、本提案募集とは趣旨が少し異なり産業としての 

 ビジネスモデルでは無い事案ではありますが、遭えてさせて提言させて戴きました。 

 ※肖像権や他の権利関係及び、人権問題等、論議を尽くす必要がある事項が想定されますが、 

 この様な事案に対して、公開の場において論議されたことが少なく、未整理事項も膨大なもの 

 となると推定されますが、これを契機として、国家１００年の計と捉え、ご検討の程よろしく 

 お願いいたします。 

4. その他 

 

 

 

 


